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信 玄 公 護 身 旗 の

梵字真言に就いて

白 石 真 道

(1) ま え が き

さけ

音に名高い大菩薩峠の麓 といつても海抜約1,000メ ー トルの高台に、裂
い しざんうんぽ うじ ふえふ ぎ

石山雲峰寺は聲え、遙に甲府盆地、笛吹川を見下ろしている。ここは武田家代

々の祈願所であつて、その観音堂には戦勝の度ごとに、戦勝記念の明神旗を納

めて、その数17に 上つた。勝頼公戦死の後、一族郎党は天目山から尾根伝いに

ここに逃れ、宝物の類を奉納 したものが伝えられている。就中、信玄公の護身

旗、 戦勝旗、孫子旗な どがあるので、山梨大学でも、美学の井上政次教授主唱

で調査班がつ くられ、 人文地理、歴史学の泰斗藤田元春博士、 新鋭の学究山口

康助学士、他に数名の学生 も加わ り、県文化財委員伊藤祖孝氏東道で、秋風膚

を刺すお山を訪れたのは昭和2S年11月20日 の ことであつた。 山上では山主中村

雄禅師総代矢崎村長等の心からなる歓待を受け、火燵に暖をとり、熱いお茶な

どもいただき、私には高野山上の冬の生活が思い出された。

さて庫裏に展示されたものは次の4種 類の旗であつた。

(い) 信玄公の護身旗、1硫、 長さ1丈、 横幅1.5尺。(1)

これは赤地に金字、 中央に 『 諏方南宮上下大段

神』 とあ り、その周囲に黒梵字63あ り。この旗は信

玄公が陣頭に立つ とき、常に身辺に樹てて以つて護

身の旗とされたものである。

(ろ) 戦勝記念旗、13硫、 維新以前に嫁17あ つた。

長さ1.23丈、 横幅1.6尺。

これは黒地に赤字、両面打抜 きで 『南無諏方南宮

法性上下大明神』 とあ り、信玄公が戦勝ごとに一硫

つつ、同寺の観音堂に奉納されたものである。

(は)孫 子旗、6硫、 維新以前には9蕨 あつた。長

さ1.26丈、 横幅1.6尺。

これは黒地に金字、両面打抜きで、孫子の兵語中

の 『疾如風、徐如林、侵掠如火、不動如山』が2行

に書かれている。 (い) (ろ) (は)
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(に) 信玄公の馬印旗1慌。

(2) 護 身 旗 の梵 字

さて私に与えられた課題は この護身旗の63梵 字を判読することであつた。 そ

の文字はすべて正し僕 しく謹書されてよく読めるし、(2)梵兜であることはす

く解 るが、何様の(2)お真言であるか明でない。 またその文意も判然 しない。 こ

れを解 く為に先づ旗の中央の漢字名号を明かに したい。そのわけは、梵究が献

げられた佛、菩薩 または明王は漢名の 『諏方大明神』の本地身ではないだろ う

か と考えられるからである。

(3) 諏 方 大 明 神

たけみなうげこのみこと

この大明神は諏訪神社の主祭神たる建御名方命であることは明かで、 この神

は古代から、その時代時代の生活様式の変化に応 じて、狩猟、農耕、 武運の神

として、民衆の尊崇の的であ り、国つ神の系統に属 していた ものと考 え ら れ

る。民心取撹、志気高揚の為に、護身、戦勝の軍神として、信玄公がこの神を

選ばれたのは至極尤もなことである。

さて護身旗にも戦勝旗にも 『南宮』とあるは何を指すか。 この両旗には 『諏
ひがしやつ しハ いちみゃ すえき

方南宮』 とあるけれ ども、甲斐国東八代郡一宮村末木にある慈眼寺に奉納され

ている錦七条の袈裟は信玄公が川中島の合戦に着用されたものだが、 その裏に

墨書された献文には 『上諏方南宮法性大明神』とあるか ら、旗に 『諏方南宮』

とい うは正確には 『上諏方南宮』であることが明か となつた。そ して上諏訪の

南方の宮 といえば諏訪神社の上社を指すこととなる。

次に両旗には 『上下大明神』 とあるが、袈裟裏書には 『上下』の字がない。

この両字は無い方がはつぎりする。何 となれば 『上下』とは 『上社下社』であ
やさか と めのみこと

り、上社は彦神を主祭神とするに対 し、下社は姫神たる八坂乃売命を主祭神 と

するから 『南宮』 とい う限 り、下社は含まれない し 『上下大明神』 といえば南

宮とい うのがおかしいのではないか。袈裟裏書の文ではこの矛盾がない。

更に 『法性』の語は袈裟にも戦勝旗にも見えるが護身旗には欠けている。こ

の語は有つてもよいが、無 くてもよい。何 となれば明神なれば当然、 本地身た

る明王の法性を具えているわけだから。

(4) (5)毘沙門天王 (一名多聞天王)

さて諏方大明神として垂迩された本地の明王は何様であろうか。諏訪神社史

にそれがど う伝えられているか明かでないが、それは恐らく毘沙門天王ではな

かろ うか。 この天王は四大天王(4)の一である。四天王はその巻属を率 い 来 つ

て、(5)正法(=妙 法)の 行われる国を鎮護 し給 うものと信ぜられている。五重
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の塔に杞られ るときは持国天王は東面 し、増長天王は南面 し、広目天王は西面

し、毘沙門天王は北面 し、その持場を分担する。 しかるに聖徳太子が難波に四

天王寺を御造営の際には四天王とも皆西面せ しめられたとのことで、 これは全

く太子の御創見にかかるものであつた。 即ち当時、函 の憂いはただ西方に限ら

れたのであつた。後世彼岸の中日に、 浄土を欣求する徒が四天王寺西門前に集

り、西方安楽国の東門に当る日没を遙拝 したが、 この寺がいつも西方と結ばれ

ていたのは奇縁 といわねばならぬ。

さて毘沙門天王は前述の如 く北方守護の武神、財神として民衆の人気を鍾め

ていたが、 一方わが国史では 『征夷大将軍』が重職であつたことから見ても、

国史即 『征夷』史、厳には 『征夷秋』史で、後には主として 『征独』史 となつ

たのだから、北面分担の毘沙門天王が武人に尊崇されたのも亦自然であつた。

それはともかく信玄公は常に戦陣の間に、毘沙門天王の小さい木彫像を持佛

として身辺に奉持 していたが、それが慈眼寺に現存 している。それ故、護身旗

の周囲に毘沙門天王の梵兜を配 した とすれば、 中央の諏方大明神の御加護 と共

に益 々神秘兇力の効果は偉大なるものとなるし、諏方大明神の本地身を毘沙門

天王 と見たとすれば神佛両道の信仰が統一されたことともなるわけである。

そ うしてまた事実、護身旗の左行梵字上から5字 は 『毘沙門(天 王)の 為に

(帰命す)』(6)と読まれ る。下端の4字(3語)は 金剛部(又 は忽怒部)諸 尊の

究の結句にしば しば現れる慣用句(7)であるから、 この一究は毘沙門天王の究と

見て差支ない。ではこの兇の発端は何処であろ うか。恐らく、右行下から9字

目のomで あろう。この聖音から最後の句までは要するに 『帰命毘沙門(天 王)

!』 の一究で、多 くの語句はこの天王の徳をたたえたものであろ う。

(5) 右 行 の 神 名

大体、冊の発端はOmかnamas (namo, namah)で ある。 この旗には上端中

央に 鋤 字があるか ら、この旗にはomは2字 あるわけで、結局二究と見られ

る。で第ニテ冠は前述の毘沙門天の究と見られるが、第一ヲ冠はどうであろ う?こ

の中に神名らしいものが2字(1語)つ つ3度 出でいる。この語はSedhyim(8)
す わ じん

としか読めない。 これは 『諏方神』 とい う和名をそのまま梵究に挿入 した もの

かも知れない。 そんな例が常用普通真言集などにも見えている。

しか し 『帰命吉祥天女(9)』と読むのか も知れない。吉祥天女は美 と幸福 との

女神で、後には財宝をも司 り、佛教神話では毘沙門天王妃とされ 『吉祥寺』の

本尊は毘沙門天王であるのが普通である。 しか し、この両天の究は大小広略い

ろいろあるけれ ど、大正大蔵経(巻21)に もこの梵冗の原本らしい ものが見当

らない。若 しこの女神を指すとなれば、それは諏方明神妃たる八坂刀売命の本

地身 と見た為 と考えられ る。
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(6) 梵 究 の 意 味

梵兄の意味は結局よく解らない。 元々解らないでもよい究文であつたのか も

知れない。今 日の英詩などでも、必ずしも全文意味のよくとれるものばか りと

は限らない し、解らないものはそれでよい、ただ芸術的の美がそこに表現され

ておればよいとされている。神変不思議の秘力に充ちた究文らな尚更で、宗教

的に人心を引きつける力が宿つておればそれでよい。すべてを悟性のみによつ

て解決するの要はない。諏方大明神の威力を被 り、毘沙門天王の法 力 が 通 じ

て、軍兵の志気が揚ればよい訳である。それ故、護身旗の梵兄ばそれだけで十

分の効果を発揮 し得たのである。弘法大師は 『真言ハ不思議ナリ、観諦スレバ

無明ヲ除ク』 と説かれたが、暗諦だけでも、それな りの力があつたのである。

(7) 梵 究 の 書 家

ではこの梵字を誰が書いたか?そ れは恐らく慈眼寺第六世法印宥空上入であ

ろう。宥空法印に対す る信玄公の信任の厚かつたことは、慈眼寺第18世 栄秀が

享保12年(1727A.D.)に 木版に起 した 『薬師如来縁起』(附 録に掲ぐ)に 詳 し

く見られる。尚、袈裟裏書は宥空の書に相違ないが、そこには梵字は書かれて

ないので、梵字書体の比較ができないから、それに依つて書家を判定すること

ができない。 また袈裟裏書の漢字は達筆の行書体であ り、旗の漢字は楷書の謹

写であるので、漢字書体の比較は専門書家の判定に待たねばならぬ。

(8) 梵究の本文 (63字)
続瓦

 写 真 と 照 合 さ れ た し

 (上 端 中 央) om

(右 行 上 か ら 下 へ) sedhyim(8) cece*

kany kaln ti-amani tranai hom

 vetuve sedhyiln sethyim!

(第2究) om yape mape yatai

yatai (左 行 上 か ら 下 へ) Vaisima-

 naya(6) sali raisyankvam isatuh

mampratrani khanlgarya gamna-

rya mamare tramah tramah (下 端

左 か ら 右 へ) hum nurn phat!

 * 和 訳

 オ ー ソ

吉 祥天女(又 ハ諏方 神)チ ェー2

カ ン2 ヤ マ ニ トラナイ ホー ン

ヴェー トゥヴェー 吉 祥天 女2(又

ハ諏方神2)!

 オー ソ ヤ ペー マ ペー

ヤ タイ ヤ タイ(又 ハ マ タイ)2

毘 沙 門(天 王)に!ナ ハ ラ イシ ヤ

ン クワン イ シヤ トゥー フ マ ンプ

ラ トラニ カ ンガ リヤ ガ ンナ リヤ

ママ レー トラマハ 2 ウ ソ)(ウ

ソ)(バ ッ タ!(急 怒 ・破控の擬声)

 * cet cet! は犬を呼ぶ声

 (9) 附録第一既沙門天王と吉祥天女の陀羅尼(2)

今、参考の為、流布の木版本に依つてこの天の梵究を次に掲げる。

 -43-



密

教

文

化

(イ) 砒 沙門天王大身陀羅尼

一 不空訳、砒沙門別行儀軌に出づ一

林 湘凡 九

  namo ratna-trayayal 

  nalnas canda-vajra-panaye 

maha-yaksa-sena-pataye! (1) 

  namo athahuro-bhutaraya 

dhiiisaya! 

  V aisralnaica-vacanasya maha-

rajasya yaks adhipatasya vama-

tasya sutasya bhasana pravaha-

dasya hemadata tani prasayami, 

tad-yatha kusemi 2 kusa Visra-

manasya maharaja evam dha-ka 

netramaksatu svaha!

和 訳

南無三宝!

南無烈しき 金剛手、

夜叉の大軍主に!

ソワカ! (成 就 あれ!)

((1)版: sena-pataye)

(ロ) 砒 沙 門 天 王 大 心 陀 羅 尼

不空訳、砒沙門天王経に出ヅ

梵 究

  naymo ratna-travdya! 

  namo Vaisramanaya maha-

 rajava, sarva-satt vdndm(2) asa-

paripuranaya, siddhi-karaya, 

 skanda-nathaya*! 

  tasmai namaskrtvd imam 

Vaisramana-hrdayam dvartayi-

syami(3) sarva-sattva-sukh'ava-

harn, tad-yatha: 

  om sirni 2(4) sumu 2 caca 2 cara 

 2 sara 2 kara 2 kiri 2 kuru 

 2 muru 2 curu 2 sadhaya 

  arthain mama! 

  nitya-rnathanodhdva svaha!

和 訳

南無三宝!

南無晩沙門大王、一切衆生の欲願

を充満すものに、悉地(=成 就)を

成ずるものに、将軍主に!

かの(尊)に 稽首 して、 この晩沙

門心(究)を 我 は宣説せん、 一 切衆

生に安楽を もた らす(究)を、 冗 に

日 く:

オー ンシ ミ2ス ム2チ ャチャ2

チ ャ ラ2ナ ラ2カ ラ2キ リ2

クル2ム ル2チ ュル2我 が義

利 を成就 した まえ! 常 な る摩 擬 よ

り発生す るものよ ソワカ!
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Vaisramanaya svaha! 

dhana-daya svahai 

manoratha-paripurakaya svaha

既沙門に ソワカ!

財を施す ものに ソワカ!

如意満足せ しむるものに ソワカ!

(2) 木 版: satvanamasa *木 版: sukandanaya. (3) 木 版: avarttaisami

(4) 最 勝 経 に 従 つ てsimi2と 読 む。 木 版siddhi2

(ハ) 大吉祥天女真言

梵 究,

  namah Sri-ganaya!(5) 

  namo Vaisramanaya, maha-

yaksa-rajadhirajaya! 

  namah Sriyaye maha-devye, 

tad-yatha: 

  om tara 2 turu 2, sustu 2, 

mani-kanaka-vajra-vaidurya-

mukti-nainaskrt alamkrta-bhuhl 

sarva-sattva-hita-kama Vaisra = 

mana! Sriya devi(7) malamvi ehy 

ehi! gtirna 2 masa 2, drasana-

siddhir(8) dadahi me drasana-

kamasya! drasanarn prahlLAdaya-

mana * * svaha!

和 訳

南無吉祥(天 女)衆!

南無既沙門(天 王)、 夜叉大王中

の上王に!

南無吉祥天女、大天女! 呪に日

く:

オーソ タラ2ト ゥル2、 よし

よし。宝珠、 金、金剛、瑠璃、 真珠

もて恭われ、 飾られた るものよ!

一切衆生の利益を欲する既沙門(天

王)よ!吉 祥天女よ……来たれ来

たれ!グ ルナ2マ サ2、 顕現の

悉地(=成 就)を 我に与えたまえ!

顕現を欲せる(我 れに)!顕 現を清

新ならしめつつ、 ソワカ!

(5) 木 版: 。gapaya (6) 正 梵: srlye (又 ハsriyai) maha-devyai, 木 版: -deve.

莱木 版: namao (7) 正 梵 湧 ri-devi, 木 版: devi. (8) 正 梵: darsana-siddhim,

木 版: drasaya siddhi. **木 版: onah.

(二) 大 吉祥 天女 陀羅 尼

一 大吉祥天女、十二名号経二出デタリ1

林 閃凡 九

 tad-vatha om(9) Srini 2 sarva-

karya-sadhani! sini 2 nini 2 

alaksinini(10) nasaya! svdha!

和 訳

即 ち、(ヲ 冠に)日 く: オー ン吉祥

天 女(衆)を 導 く(天 女)よ2、 一

切の務めを成就せ しむ る(天 女)よ
ほろぽ

!シ ニ2ニ ニ2、 不 吉を滅亡 した ま

え! ソ ワカ!

(9) om木 版 に 欠 く。(10) 庫 版: alaksme nasaya!
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(10) 附録第二 薬 師如来 縁 起

〔注意〕1. 変体平仮名は普通のものに書き換えた。

2. 発音の為の総振仮名は必要と思われるもののみ残 した。

か ひ の やつしろの じ ねん る り それ そのかみぶんち

甲斐国八代郡自然出現薬師瑠璃光如来縁起夫出現薬師如来といつハ往昔文治
いふひと だい か べう うゑ じゆんれい

年中(1185-1160A.D.)宥 日上人 と云者菩提の嘉苗を植て六十余州を巡礼する
とき れ うのき つ や しんりよう つげ のたまわ

時甲州八代の郡両木八幡宮に通夜す。夢中に神龍現て宥 日上人に告て謂 く『愛に
だいせ き そのなか これ

大石あ り。其中に薬師瑠璃光如来います。是を以て汝に附属す』 といひ詫て夢
さめ け う おもひ みる たいせき きだめ このせきちう あら いかん

覚ぬ。上人希有の想をな し、看に大石あ り。 『定て此石中に在ん。云何 してか
し ぎ このたいせぎみつからふたっ われ たちまち てら

これを得ん』 と思議する時、此大石 自 両 に 分て佛像忽顕現す。 光明十方を照
ま ぐう てんけ ふる

し、異香四方に薫 じ、魔宮震動 して天花雨の降が如 し。上人魂を失ふの信を生
はぐ く げう らいはいざんげ なんによ きい

じ、皮を剥の誠を致 して恭敬供養 し、礼拝繊悔す。男女これを聴て輻湊 し、貴
ざい なげ このゆえ ふ じつ じようじう しやうごんたちまち

賎財を投て供養す。 是故に金堂不 日に戒就 して尊像を安置し、荘厳卒に備足 し
よ か し いた きしよう たち

て威光を倍増す。 これに依て遽魎の道俗誠を致て祈請すれば、 百病立 どころに
いゆ さんや しん ぬきんで ぐ ぜい まん たちまち ここう かな その もの

愈る事を待。 山野の貴賎信を抽て求誓すれば万願忽に意に称ふ。其 感 物 に 応
その むなし しようこく みゃうきやう むか このゆへ

じ、其功空からざること、鐘谷の響のごとく、明鏡に向ふに似た り。是故に建
のぶよしあらため こう

久5年(1194A.D.)、 武田太郎儒義改て堂を建て奥院と号し、如来を安 置し奉
はんゑい そののち

て国家の繁栄を誓ふ。其後永禄13年(9)(1570A.D.)武 田信玄公川中島に於て越後
とを み かた ぐんぴよう この

の謙信 と相戦ふ時、身方 軍兵己に欺績せん とす。是故に玄公智謀尽て佛力を
たの しゆ あ たゝつといかなきなるかな

頼み、法印宥空を招き、薬師の法を修せしむ。嵯呼尊哉 奇哉八万の夜叉、(10)軍
いぎおい じんしやう かこん ひりよう が

兵の心中に入て猛虎の勢を生 じ、十二神将大将の前後を囲で飛龍の 駕 に 似 た
たちまちむそれふるひおのの すて にげ ゆんつる た へいこう これすなわひ

り。敵陣これを見て忽 催 震戦 き、旗を捨て逃走 り、弦を絶て平降す。 是則薬
じん しこう ゆ へん よ

師如来十二神将八万夜叉等の擁護す る所以な り。これに依て信玄公、 如来の威
たつこ あふ たて そんぢう

光を尊び、夜叉の冥護を仰 ぎ、更に十四問四面の金堂を建て 如 来 を 尊重 し給
ふ しよ にしき しちでう

て、五 百石の福田を附除 して供養料とす。 しかのみならず、軍中著用の錦七条
け さ ぐ そ くば こ あまた げんき

の袈裟、且つ具足箱、毘沙門の像等数多宥空法印に施与す。其後、 元亀2年
こくちゆういつは しゆ

(1571A.D.)国 中一派の僧侶を集め、 薬師如来の秘法を修せ しめて、国泰民
そのとき こ ばた さえぐさ

安、武運長久を祈る。其時の吏小幡又兵衛、長坂五郎左衛門、三枝備後守等六
きたつ ぶ じ ものなり ぐん もよう ごと あひ

人来て奉事す る者也。信玄公陣を張 り、軍を催す毎に宥空相従ず といふことな
これ このかた い をう ぐ ぜい くびす つら

し。爾より己降、医王の弘誓日々に新にして、貴賎の恭敬月々に踵を連ぬ。病者
くすり もちひ ひとへ のぞ え ろうこ ともから ずて き えべ お と しゆそ く

は薬を須ず、災横頓に除くことを得、聾替の輩杖を捨て蟻行の音を聞き、手足
やまひこころ したがつ りやく しんよ あげてかぞう もろき い

の疾意に随て屈申を弁ず る等、 無辺の利益不思議の神用勝計べからず。 毛挙に
かるがゆへ のぶ の み

暇な し。故にこれを略 して其大綱を述る而己。

享保十二歳(1727A.D.)次 二丁未 孟秋吉旦 勧進沙門慈眼寺住、 栄秀謹

誌。
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(11) 註 記

(1) 『旗 雄帖』参 照。 昭和3年、 大阪、 高島屋呉服店編輯。

(2) 梵 究 とは梵語の究文で、 お真言 ともいい 帰依 の誠を吐露す る真実言(sa-

tya-vaeana)で 讃 仰 を内容 とす る。 翻訳 名義大集(Maha-vyutpatti §198,

3-5)に そ の同義 語があがつてい る。mantram(密 究)は 「思惟す る/man

為 の手殺(-tra)」 の義。vidya (明 究)。dharapi(総 持 究)は 「心に憶持せ

しめる語(vac)」 の 義。 一般若心経 には 「明究(vidya-mantrah)」 の 語あ

り。 明王はvldya-rajaで あ る。

(3) 佛 梵 にはVaisramapaと い うが、 正梵 にはVaisravapaと い う。 この語は

「Visravasの 子 」 の義 で、 この語は 「有名な る」 の義。 故 に一名を 「多聞

天 」 と称す。 財神(dhana-da)で もあ り、Kuberaと も称す。

(4) 四天 王 ともいい、 東ほ持 国天(Dhrtarastra)南 は増長天(Virudhaka)

西 は広 目天(Virupapsa)北 は 毘沙門天(Vaisramapa) Mahlavyutpatti §

164, 31-35に は 総称 して 「護世 天」(loka-pala)と い い、 そ の巻 属を 「四大

天王衆」(Catur-maha-rajika-kayika)と い う。

(5) 梵 語 ではsad-dharma(善 い 法)と い う。

(6) Vaislimnanayaは 佛 教梵語で はVaisramapayaで あ り、右行下か ら9字 目

のomに つづ いて 『帰命 毘沙門天』を意味す る文 とな る。 そ の間に8字(多

方4語 であ ろ う)が 挿 まれ てい るが、 今 これを除いて読 んで見 る と詳 しくは

om(=namo) me+astu te Valsramanaya! (我 れ、 帰命 の至情 を汝れ 明

王 毘沙門(天)に 献 ぐ)の 句 とな る。

(7) hrm hirp phat! (悉 曇 では言化つ て ウソ ウン パ ツタ と発音 され る)。hum

は 忽 怒の擬 声であ り、phatは 破 挫 の擬声であ る。 『ウソ ウン ガチヤーン』

とい う位の意味の句に過 ぎない。

(8) 正 梵Sriyai, Sriye(吉 祥 天 女 〔Sri〕 の 為に 〔帰命す〕 この天 女は また

Laksmiと もい う)

(9) 永 禄13年(1570A.D.)と あ るは永禄4年(1561A.D.)の 誤 な り。 この年

川 中島の戦は2回 目で、 これが最終 の川中島戦 であつた。 慈眼寺にあ る信玄

公の袈裟裏書に も 『永禄十二年に寄附』 とあ り。

(10) 夜 叉(梵yaksa, f. yaksmi)註 釈 家た ちはyaj(杞 る)よ り解 釈 し 『把 ら

るべ き鬼神』の義 とす るが、 語源不 明。 恐 く原 住民の民族信仰に根 ざす もの

であ ろ う。森林、 原野 に住み、 人 を助 けた り、時には傷けた りもす る。西 欧

神話 の 『森 の精、 水 の精』に 当る。 毘 沙門天や薬 師神将の手 兵 とな り、稲魔

(yama '双 身')神 の獄卒であ る。-Pali English Dict. (Stede) yakkha

参 照。一 夜叉に類す るものに羅刹 (raksasa, f. raksasi)が あ る。 多 くは

『悪羅刹』 で悪意 に充ち、 人中に住み、 人 を轍 う。Lanka 島(=Ceylon)

信
玄
公
護
身
旗
の
梵
字
真
言
に
就
い
て
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密

教

文

化

に住む羅刹どもの王はRavapaと 称 し、Ramayalla(救 事詩)Lahka' vatara

(経) に活躍す。

(12) あ と が き

この小論の為には 『まえがき』 に記 した方 々の外、 身延山大学教授塩田義

遜先生、 慈眼寺の宮城真秋師の厚ぎ御援助を受けました。 厚 くお礼申上げま

す。(甲 府、 山大学にて、昭和30.12.28)
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--- 現在の国境
- 主要交通泌(近代人前)
---- 霞路(特: 注意スペキモノ)
● 智邑(ロー罪事頃チノ名称)
○ 數都邑


